
今年度のアクションフォーラムの共通テーマ『大山街
道みちまちプロジェクト』の第１弾として、７月１１日に
第２７回アクションフォーラム『高津大山街道２０年
後のまちづくり』を開催しました。
高津大山街道の景観形成の取組の事例発表には
じまり、横浜国立大学大学院都市イノベーション研究
院 野原卓准教授による講演、大山街道でまちづくり
に携わる方々によるクロストークなど盛りだくさんの内容
で、高津大山街道のまちづくりの可能性を感じるひとと
きとなりました。

講演は、喜多方市や大田区で地域資源を活用したまちづくりに携わっている野
原卓准教授の「高津大山街道は結構難しいですね」というドキッとする言葉でスタ
ート。その真意は、交通量がありながらも昔ながらの道であること。そして、現在は
道路は単に移動するだけでなく、道路・沿道を一体の空間である「みち」と捉えた
ストリートマネジメントが求められるようになってきていることをお話しされた上で、蔵
のまち・喜多方市ふれあい通りで沿道にポケットパーク（庭）をつくる「くらにわ」の
取組や、官民連携で協力し、壁面後退や車道の一方通行化、歩道・車道の一
体的な舗装などを、６０年かけ行った横浜市元町商店街の事例、川越市の川
越一番街のわき道や裏道の整備により人の流れを分散させて街全体を面で捉え
たまちづくりなど、多くの事例を御紹介いただきました。
高津大山街道については、「まちの積み重ねを活かし、街道だけではなく、裏道
や周辺地域を含めた総戦力で、オーナー自ら地域デベロッパーとなり、住まい手、
担い手を巻き込み定着させることで、何か起こるのでは」とアドバイス。
クロストークでは、野原氏と大山街道でまちづくりに携わる３名が、大山街道の
まちづくりについて笑いも交えながら熱心なトークが展開されました。
参加者の「どの街も長い時間をかけてまちづくりに取り組んだと聴き、高津大山
街道にも期待を持てた。大山街道の外から来た人も、住んでいる人にも楽しい街
になればいいと思う。」という感想に大山街道の明るい未来を感じたことがうかがえ
ました。
『大山街道みちまちプロジェクト』第２弾も多くの皆様の参加をお待ちしています！
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発行元 ● 大山街道アクションフォーラム運営委員会

     高津区役所 

発行日 ● 平成30年 8月 

横浜国立大学野原准教授、ご協力いただいた
大山街道沿いの皆様、ありがとうございました。

大山街道の街なみ作法による街な
みのイメージ 

野原准教授と大山街道沿いにコ
ミュニティスペースを持つ木村
氏と運営委員の的場氏、高井氏に
よるクロストーク

最後は野原先生を囲んで記念撮影



江戸時代から、二子橋が架けられる大正時代ま
で、大山街道を渡る交通手段は「渡し舟」でした。
１１月３日（土・祝）、この「二子の渡し」体験イ
ベントを行い、川崎と世田谷の往来を楽しみます。
受付会場の二子神社では、「二子の渡し」にまつわ
る紙芝居や、竹細工の玩具、あゆの絵付けワークシ
ョップなど、子どもも大人も楽しめる企画を開催予定
です。ご家族連れでご来場ください！
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戸時代の交通体験！「二子の渡し体験」 １１月３日（土・祝）開催予定

７月２９日（日）に第４５回高津区民祭が好天のもと開催されました。伝統
の納太刀パレードなどが行われ、大山街道が多くの高津区民でにぎわいました。
大山街道アクションフォーラムでは、今回も「１０００匹のあゆプロジェクト」が中心
となって、あゆの絵付けワークショップを岩崎酒店前で行い、例年以上に多くの子ども
たちが絵付けを楽しみました。
また今回で２回目となる、「二子新地グルメの会」主催の「Vege＆Art Fes」、「オ
トナのほろ酔いナイト」が二子神社で開催されました。地元飲食店の料理やダンス、
ライブなど区民祭終了後も夜遅くまで大盛り上がりでした。

高津区と世田谷区を往来します。 

二子神社で同時開催のベジ＆マート 

平成 30 年 11 月 

あゆづくりを楽しんでいます 

区民祭パレードのスタート 

今回は花火も打ち上げました。 


